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生命の起源は、おそらく生物学者だけでは解けない問題だろう。この問題は、生物学のみならず、天文学、地
球物理学、化学、地質学などを総動員した超学際研究によってのみ解明できるはずである。われわれは、地球
史研究を通して、生命を育んだ器としての地球の歴史を、横軸46億年研究と特異点研究の２つの手法を利用し
て解明してきた。そこから導かれる生命誕生場はどのようなものであり、最初の生命はどのようなものだった
のかをまとめたのが、地球生命誕生の３段階モデルである。本モデルでは、生命は、第一次生命体、第二次生
命体を経て第三次生命体（原核生物）が誕生したことを提唱する。以下に、各段階における生命体について詳
述する。 
第一次生命体は、それぞれの個体そのものだけでは生存できなかったが、多数が外部共生することによって生
き延びることが可能であった生物群だと考える。第一次生命体が持っていたワンセットの遺伝子をミニマム遺
伝子と考える。おそらく、ミニマム遺伝子は約100個の遺伝子からなっており、「膜＋代謝＋自己複製」を可能
にした。しかし、生存するためには細胞外共生をする必要があった。当時、ミニマム遺伝子の周囲には、この
微小生態系の100倍以上の量のオルガネラ（現代のウイルスに酷似の状態）が存在していたが、これらの微小生
態系が活動するためには、連続してエネルギーを供給することが必要で、当時の冥王代地球表層では太陽エネ
ルギーが利用できなかった。その代わりに、地下の自然原子炉から供給される強力なエネルギーによって地表
と間欠泉内部をつなぐ環境でのみ存在が可能だった。自然原子炉間欠泉は、熱湯が周期的に噴出するため、内
部の温度は100℃が上限がとなる。従って、高温によるＲＮＡの損傷を受けることは少なかった。 
 間欠泉から地表に投げ出される第一次生命体は、地表に降り注ぐ原始太陽風（現在の1000倍の放射線）に
よって分解され死滅する。それによって、これらはタールと化す。冥王代表層環境の厚い大気（ＣＯ２100気
圧）が薄くなり、次第に太陽が顔を出し始めると、可視光（太陽エネルギー）を利用することができるように
なった新しい生命（第2次生命体）が生まれる。これは地下の自然原子炉間欠泉で生まれた第一次生命体を基本
とし、太陽からの弱い電磁エネルギーを利用するために、半導体（FeSなど）を利用した反応システムを創り出
した。第一次生命体に引き続き、第二次生命体も無限に近い種類のアミノ酸の高次有機物からできるので、第
二次生命体の多様性はさらに増加し、種類は無数にあったと考えられる。第二次生命体も細胞外共生してい
た。 
原始海洋は猛毒（ｐＨ＜１、超富重金属元素濃度、塩分濃度は現在の５－１０倍）である。したがって、淡水
をたたえる湖沼環境で生まれた第二生命体は、原始海洋に遭遇すると大量絶滅する。大陸内部のリフト帯の湖
沼環境で生まれた生命体は、リフトが割けて海洋が浸入することによって大量絶滅を起こすことになる。この
プロセスが何度も繰り返され、幾度となく第二次生命体は大量絶滅を経験する。一方、プレート運動に
よって、海洋の重金属は鉱床として硫黄とともに固定され、マントルへプレートと共に沈み込むことによって
海洋から取り除かれていった。更に、陸地の風化浸食運搬作用によって、細かく砕かれた大陸の岩石と海洋が
反応することによって、海洋の中性化が進む。このように浄化されていった海洋にやがて適応した生命体は遺
伝子の数を桁違いに増加して、細胞壁を作り、耐性強化した。これが真正細菌でシアノバクテリアの起源だと
考えられる。 
 こうして、原始生物は、生き延びるための防御構造を、次々と発明して、遺伝子数を急増させた。理論的に可
能なアミノ酸の種類はほぼ無限（１０２０）に近いが、現代地球の生物は20種類のアミノ酸だけを使う。これ
は、第二次生命体が、無限に近い種類のアミノ酸を組み合わせたものであったが、猛毒海洋への適応戦略で淘
汰された結果であろう。これが地球型生命体の起源である。
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